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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は，「教師のメタ認知」を捉える枠組みを検討し，数学教育における教師のメタ認

知能力の調査・育成方法を実証的に考察した。その際には，教師の知識が活性化している

知識なのか，不活性な知識なのかを調べることで，教師のメタ認知能力の特徴を分析する

方法を検討した。そして，活性化されている知識と不活性な知識を同定する観点を検討し，

教師のメタ認知能力の一側面の特徴を考察するとともに，教師のメタ認知調査・育成の枠

組みを実践的に検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 Teacher metacognition means that teachers think about their own thinking 

regarding their teaching. On mathematics instruction, I consider that teachers 

activate their own teaching knowledge, skills, strategies and metacognitive knowledge 

with their teacher metacognition. The purpose of this research is to analyze the case of 

teacher metacognition in mathematics instruction. For this purpose, a framework of 

teacher metacognition focusing on the activated knowledge is described first. This 

framework is based on teachers activate their own teaching knowledge, skills, 

strategies and metacognitive knowledge. On this framework, it was described that if a 

teacher refer to his teaching activities during the interviews.  
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１．研究開始当初の背景 

 本研究開始当初における本研究の必要性に

ついて，2 つの側面から述べる。 

 第1 は，教師教育において教師のメタ認知

能力を育てる必要性である。Hartman（2001）

は，教員養成課程で学んだ指導法についての

知識が実際の教室では用いることができない

ような知識（不活性な知識）であることが多

いと指摘している。そこで彼は，教師に自ら

の教授方略を振り返る質問紙を作成し，これ

らの教授方略をどの程度用いるかを調査する

研究を行っている。このように，教師教育プ

ログラムでは，教師の教授方略や教科教育学

に関する知識を育成する際には，それらを活

性化した知識として（つまり，実際の授業で

活用可能な知識として）育成することが注目

されている。すなわち，教師が授業において

自分の教授活動をモニターしコントロールす

ることによって，自分の知識を適切に用いる

力が求められているといえる。これはまさに，

自らの教授過程をメタ的にみる力である「教

師のメタ認知能力」育成の必要性である。 

なおその際には，Hartman らが行っている一

般的な教授方略について研究するだけでなく， 

教材の本質に迫る力といった数学教育学研究

の成果を踏まえた教師のメタ認知能力の育成

にも焦点を当てることが重要である。 

 第2 は，算数・数学科の授業研究の視点と

して教師のメタ認知を研究する必要性である。

近年，IEA が行っている国際比較調査に関連

した著書である『日本の算数・数学教育に学

べ：米国が注目するjyugyou kenkyuu』（ステ

ィグラー他，2002）もあり，日本の算数・数

学科における授業研究は注目を集め，我が国

においても日本の授業研究の再検討が行われ

ている。それに関連して，授業構成や授業に

おける子どもの学習活動の分析方法が検討さ

れているが，実際に行われた結果としての授

業の詳細と子どもの学習活動であることが多

い。授業において教師は，子どもの学習活動

やこれまでの実践経験，教材研究から得た知

識などと相互作用しながら，様々な意志決定

を行い授業をつくっている。そのような授業

中の教師の活動である「教師のメタ認知」を

分析することによって，実際に行われた授業

内容がより豊かに表現でき，教師や研究者間

で共有可能なものとなる。 

 
２．研究の目的 

 本研究は，教師が授業を行う際に，自分の

活動をモニターしながら，持っている知識や

技能を適切に活用する力を「教師のメタ認知」

と捉え，数学教育における教師のメタ認知能

力の育成方法を解明することを目的とする。  

 
３．研究の方法 

 本研究では，文献調査を基礎とした理論的

研究と，授業観察・分析と授業者へのインタ

ビューによる実証的研究を行っている。特に，

以下の点から検討する。 

（1）算数・数学科教師のメタ認知を調査する

方法の検討 

（2） （1）の結果を次の視点から分析するこ

とで，教師のメタ認知の特徴を考察する。 

（3） 算数科教師のメタ認知調査・育成の枠

組みを実践的に検討する 

（4） 算数・数学科教師のメタ認知的視点を

取り入れた授業DVDの作成 

 

４．研究成果 

 本研究は，「教師のメタ認知」を捉える枠



組みを検討し，数学教育における教師のメタ

認知能力の調査・育成方法を実証的に考察し

た。 その結果，算数科教師のメタ認知を調

査・分析し，算数科における教師のメタ認知

の特徴を考察した。具体的には，メタ認知能

力が高い教師は，自分が持っている教授知識

が授業で活用できる状態（活性化した知識）

である。つまり，教師の知識が活性化してい

る知識なのか，不活性な知識なのかを調べる

ことで，教師のメタ認知能力の特徴を分析す

る方法を検討した。そして，活性化されてい

る知識（教師が持っている知識でかつそれを

使うことができている）と不活性な知識（教

師が持っている知識だがそれを使うことが

できていない）を同定する観点を検討し，教

師のメタ認知能力の一側面の特徴を考察し

た。さらに，算数科教師のメタ認知調査・育

成の枠組みを実践的に検討した。加えて，算

数科教師のメタ認知的視点を取り入れた授

業 DVD の試験的な作成を行った。 
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